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ゴールド認定：新産住拓株式会社 

新産住拓株式会社は 1964 年創業、「熊本の住ま

いは熊本の木で」をモットーに地産地消の「住ま

い」を提供しています。2005 年、分収造林を新産

希望の森として約 2 万本を植樹、2021 年度の環

境貢献度は、地域流水量・水質浄化量 7050 ㎥。

又、持続可能な森林の利用と保護を図る制度の

SGEC 森林認証を取得。適正に管理された森林の

木材を活用することで地下水涵養に寄与してい

ます。小学生対象の木工教室で地下水涵養の為、

適正な森林管理の必要性を啓発、当社の情報誌で

は滞りなく水が使える環境を維持する工夫や節水を推進しています。 

社屋の駐車場に透水性舗装材を使用、雨水貯留タン

ク設置等、環境保全活動への取り組みを行っており、

「2021 年新産住拓ＳＤＧｓ宣言」で今後も住まいづ

くりを通して地下水保全活動の推進と共に地域社会

の持続的な発展に寄与してまいります。 

 

 シルバー認定：イオンモール株式会社 イオンモール熊本 

イオンモール株式会社は、「イオンモールは、地

域とともに「暮らしの未来」をつくる Life Design 

Developer です。」という経営理念のもと、国内外

に約２００の商業施設を展開。自然と共生するモ

ールづくりを推進するなど、環境の取り組みに注

力しています。 

イオンモール熊本は、2005 年に嘉島町にオー

プン。従業員や地域のお客さまと一緒に環境意識

を高める機会を設けています。 

従業員への環境教育をはじめ、施設内トイレの

擬音装置の設置や、節水シールの貼付などの節水活動を通じて、地下水保全意識の向上や使用量削減に取

り組んでいます。2014 年には地下水保全顕彰制度でブロンズ認定を受けました。 

また、2021 年より、熊本市をはじめ様々な団体と

協力し、地域の皆さまと一緒に地下水保全について考

える「水の学び舎」という啓蒙活動を実施しています。

今後も地下水保全をはじめとした環境保全に努め、地

域社会の持続的な発展に貢献してまいります。 
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シルバー認定：株式会社オジックテクノロジーズ 

1947 年創業。ケミカル技術をコアコンピタンス

に幅広い分野に事業展開しています。特にデジタル

化の進展により経済安全保障等国家の命運を握る

基幹部品となっている半導体では、デバイスの生産

や製造装置においてもケミカル技術を提供し付加

価値を高めることに貢献しています。 

さらに半導体で培った技術をバイオテクノロジ

ーや医療デバイスに展開し人々の QOL(Quality of 

Life)に寄与しています。 

 

SDGs 経営において環境保全に積極的に取り組み、工業用水・排水再利用による節水。配管地上化や回

収ピットによる漏洩（地下浸透）防止。法基準より厳しい自主基準値を設けて遵守する水質保全。緑地化

による工場の敷地内涵養などの地下水保全活動を実

施しています。また、水田オーナー制度「田植え」「稲

刈り」や江津湖・白川の水環境保全を目的とした清掃

ボランティア活動にも参加。これからも環境保全活

動を通じて地域社会の持続的な発展、サステナブル

社会の実現に貢献してまいります。 

 

シルバー認定：熊本県環境保全協議会 

熊本県環境保全協議会（正会員：204 社、賛助

会員：45 市町村）は、環境保全のための知識や情

報の交換、事業者相互の交流等を図り、地域の快

適な環境づくりに寄与することを目的に、会員同

士で連携した環境保全活動や研修会に取り組んで

います。 

地下水保全への取り組みとして、平成２５年度

から大津町真木地区での地下水涵養を目的とした

水田オーナー制度に参画し、さらに収穫した地下水涵養米を児童養護施設に寄付するなど、環境保全活動

を社会貢献活動へ展開しています。このほか、環境法

令や ISO14001 に加え新たにカーボンニュートラル

等に係る研修会を開催し、会員の企業経営に貢献で

きるよう努めています。 

当協議会は、令和６年度には設立 30 周年を迎えま

す。今後も、会員一丸となって持続可能な社会の実現

に貢献してまいります。 
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ブロンズ認定：九州旅客鉄道株式会社 熊本総合車両所 

九州旅客鉄道株式会社・熊本総合車両所は九州新幹線

（鹿児島ルート）の全線開業に先立ち、2010 年 11 月 22

日に発足しました。 

当職場は JR 九州の全ての新幹線電車のメンテナンス

（検査・修繕）を行う唯一の車両基地です。事業所発足

以来、安全・快適な新幹線の旅を提供するために、日々

車両のメンテナンス技術向上に努め、新幹線電車の日常

点検やすべての台車や装置を検査するオーバーホール

を行っております。 

地下水を直接利用していない事業所ですが、新

幹線車両の洗車の見直しや、基地全体の水の再

利用など積極的な節水の取り組みを行ってお

ります。また地下水保全に少しでも役立つよう

に、トラバー広場を緑化したりしています。今

後も熊本の地下水や環境の保全に貢献できる

ようにさらに努力してまいります。 

 


